文書番号：

	日　　付：令和　　年　　月　　日
独立行政法人国立高等専門学校機構
有明工業高等専門学校長　殿　　　　　　　 

　　　　　　　　　　　　　　　　所 在 地：

　　　　　　　　　　　　　　　　法人等名：

　　　　　　　　　　　　　　　　代表者名：　　　　　　　　　　　　　　　
下記のとおり貴校教職員に兼業を依頼したいので、承認願います。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記


	１
	法人等の種類
	□国・独立行政法人・国立大学法人　　□地方自治体

□営利企業（事業内容：　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□その他（名称及び事業内容：　　　　　　　　　　　　　　）

	２
	事業内容
	

	３
	担当部署、担当者、
連絡先（TEL,FAX,E-mail）
	

	４
	兼業依頼教職員
	氏　　　名：

職　　　名：

	５
	依頼する役職名

職　務　内　容
実　施　場　所
	役 職 名：

職務内容：

実施場所：

	６
	報　酬
	□無（旅費のみの場合も含む）

□有　　（日額・月額・年額）　　　　　円

	７
	勤務形態
	□　常勤　■　非常勤（定期・不定期）　

頻　　　度：（平均して１年　　日、１月　　日、１週　　日）　

１回あたり：（　　　時間程度）

	８
	兼業期間
	令和　　年　　月　　日　～　令和　　年　　月　　日

	９
	新規・継続の別
	□新規　　　□継続

	10
	本依頼状に対する回答文書
	□要　【紙媒体】（宛名を記載した返信用封筒の同封に協力願います。）

□要　【電子データPDFでの回答可】（担当者のメールアドレスに送信します。）

□不要


（下欄は本校使用欄ですので記入不要です。）

	兼業承諾書（回答）

	　　　　　　　　　　　　　有高専人第　　　　号

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和　　年　　月　　日

	貴機関から依頼のあった件について、本学では差し支えありません。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　独立行政法人国立高等専門学校機構
有明工業高等専門学校長
　　　　　　　
　　　　　　　　　　〈公印省略〉

	【担当】
有明工業高等専門学校

総務課 人事労務係　

〒836-8585　福岡県大牟田市東萩尾町１５０
TEL：０９４４－５３－８６１２
FAX：０９４４－５３－１３６１
E-mail：soujin-staff@ml.ariake-nct.ac.jp



兼業依頼状記入上の注意事項

１．　最上段右端の日付欄には、貴機関の依頼日を記入願います。

　　　日付は兼業開始日以前の日付となります。
２．　１の欄は、貴機関の種類を４つのうちから選択し、チェックしてください。

　　　なお、営利企業については事業内容を、その他については名称及び事業内容を必ず記入願います。

　　　　例：営利企業（事業内容：○○の製造及び販売、○○の研究開発、等）

　　　　例：その他（名称：一般財団法人△△△／事業内容：○○の助成、○○の推進、等）

３．　２の欄は、貴機関の定款、寄付行為の目的に当たる項目を記入してください。

国、地方自治体の委員会等の場合は委員会規則等の目的に当たる部分を記入してください。

国に属する審議会の場合はこの欄の記入は不要です。

非常勤講師・非常勤医師の依頼の場合はこの欄は不要です。

４．　４の欄は、兼業を依頼したい教職員の氏名、職名を記入願います。

５．　５の欄は、依頼を受けた本校教職員が行う兼業の役職名、職務の内容及び実施場所を記入願います。

委員会や審議会等の長に就任する場合は必ずその旨ご記入ください。
６．　６の欄は、報酬の有無をチェックし、有の場合はその形態を○で囲み、金額を必ず記入願います。なお、旅費実費のみ支給の場合は無報酬扱いとします。

７．　７の欄は、依頼を受けた本校教職員が行う兼業の勤務形態を具体的に記入してください。
８．　８の欄は、依頼される期間の開始日及び終了日を記入してください。

　　　開始日を遡及して承認することはできませんので、ご了承願います。
９．  ９の欄は、当該教職員に対する当該兼業依頼の新規・継続の別をチェックしてください。

１０． １０の欄は、依頼に対する本学の回答文書の要・不要についてチェックしてください。なお、回答を希望される場合は、宛名が明記された返信用封筒を同封願います。
